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研究成果の概要（和文）：本研究は、美術教育の意義について原理的に考えることを目指した。具体的には以下の５つ
の視点から考察を行った。
（１）美術教育の目的の歴史的変遷。（２）学校における美術の理論的位置づけ。（３）教育哲学研究における美術へ
の視点。（４）現代思想から見る美術教育の意義。（５）芸術に基づく研究(Art-based Research)の可能性

研究成果の概要（英文）：This research project has aimed at examining the meaning of art education. 
Concretely it deliberated the following five points.
(1)The historical transition of the purpose of art education.(2)The theoretical meaning of art in 
education.(3)The position of art in the research on philosophy of education.(4)The meaning of art 
education through contemporary philosophical thoughts.
(5)The possibility of art-based research.

研究分野：教育学
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１．研究開始当初の背景 
美的人間形成に関する研究は、F.シラーの
『美育書簡』の近代教育学への位置づけを中
心として、特にドイツ教育思想史において展
開されてきた。日本における 1998 年教育思
想史学会のシンポジウム「美と教育」にもそ
れは表れている。K.モレンハウアーの『美的
人間形成の根本問題』の翻訳を経て、2002
年から 2005 年にかけて行われた科研費補助
金による共同研究「『美的なもの』の教育的
影響に関する理論的・文化比較的研究』では、
E.カッシーラーのシンボル論や教師と生徒
のふるまいに着目した研究、あるいは本研究
の分担研究者である樋口聡による「身」とい
う概念の豊穣性を論じた研究などがなされ
ている。こうした動向は、教育思想史学会『教
育思想史コメンタール』に「『美と教育』は
如何に論じられたか？」としてまとめられて
いる。教育哲学における美的なものへの関心
は、近代教育学の行き詰まりを克服する契機
を「美的なもの」に求めようとする志向性を
持っていた。このように、教育哲学から美術
教育に対する期待は近年高まっていると言
えるが、そうした期待に応答するような美術
教育の哲学的研究は十分に行われていると
は言えない状況にある。戦後直後から 1980
年代にかけては、美学・美術史を専攻する研
究者が美術教育について論じたものはある
が、そうした動向も現在ではあまり見られな
い。教科教育に限定されない美術教育を含め
た哲学的基礎づけがなされていない状況に
ある。音楽教育については、B.リーマが、J.
デューイや S.ランガーに依拠して『音楽教育
の哲学』を著書を出し、哲学的な基礎づけが
行われている。美術教育においては、J.デュ
ーイの『経験としての芸術』H.リードの『芸
術による教育』などがあるが、いずれも 20
世紀前半の著作であり、近年の動向がどのよ
うになっているのか明確ではない状況であ
った。 

 
２．研究の目的 
本研究は、美術教育の意義と重要性につい
て哲学的に基礎づけようとするものである。
従来、美術教育をめぐる研究は、図工・美術
科教育の実践研究及びその歴史研究が中心
であり、美的教育の特殊性や美術の人間形成
的意味に関する本質的な議論は十分になさ
れていない。また、美術に関する哲学的研究
である美学においては、教育に関する議論は
極めて少ない。このような状況に対して本研
究は、美術教育の特殊性、美術教育における
身体・感性の位置、判断力養成としての美術
教育の意味について考察を進める。内外の教
育哲学・美学研究者とも研究交流を図りなが
ら、最終的には「美術教育の哲学」を構築す
ることを目指す。特に、美学や教育哲学にお
いて、美術教育がどのように論じられてきた
のか、先行研究の整理を行うとともに、美的
経験の人間形成における重要性に着目して

いる内外の研究者と意見交換を行い、美術の
教育的意義について原理的に考察する。また
美術に期待を寄せる教育哲学研究を、美術教
育の側から問い直すことで、美的なものに期
待を寄せる教育学の枠組みそのものを問い
直し、美術教育を介して教育学の新たな展開
を促すことも目指す。 
 
３．研究の方法 
研究代表者及び研究分担者がそれぞれの
専門分野に即して美術教育の哲学について
考察する。 
科学思想史の立場から認識論を研究して
きた(『フランス科学認識論の系譜』『科学的
思考の考古学』など)金森修は、カッシーラー、
ランガーのシンボル論から人間の美的認識
を読み解くことを構想している。 
樋口聡は、デューイのプラグマティズムに
依拠しながら身体感性論(somaeshtetics)の
理論と実践を推し進めている R.シュスター
マン『プラグマティズムと哲学の実践』「身
体意識と行為」など)の邦訳者でもあり、長年
シュスターマンと共同研究を進めている(「学
習論として見た『身体感性論』の意義と可能
性－ R.Shusterman の所論をめぐって」)。
その研究を発展させて身体感性論によって
美術教育を基礎づける。 
研究代表者である小松佳代子は、美術やス
ポーツにおける暗黙知や身体知がいかに学
習されていくかに着目しながら(『楕円の学
び』「スポーツ選手に対する美術教育実践の
試み－美術における学びの意味を考えるた
めに」など)、美術教育が育てる力について考
察してきた。「芸術が育てる力研究会」を主
催して日本教育学会でラウンドテーブルを
開催するとともに、現在は芸術のみならず
「周辺教科」と言われる技能教科の学びの特
質へと研究を展開している(『周辺教科の逆
襲』)。美術教育に独自な人間形成的意義を探
るとともに、現在の美術教育の抱える問題に
ついて問い直すことも目指す。 
同時に、美的経験の人間形成的意義に着目
している内外の研究者、ヨーロッパ教育学会
の教育哲学・教育史グループに参加している
海外の研究者とも意見交換をして進めてい
く。 
 
４．研究成果 
 研究期間を通して、毎年「美術教育の哲学
的基礎づけ」についての研究会を開催し議論
を行った。また、海外から 2人の研究者を招
聘し、ワークショップ及び意見交換を行った。
研究機関を通じて国内外の学会に参加し、あ
るいは海外の大学を訪問して美学や教育哲
学・教育史・美術教育の研究者と意見交換を
行った。具体的な研究成果の内容としては、
以下の点が挙げられる。 
(1) 美術教育の歴史的特性について、主にイ
ギリスと日本の 19 世紀以降の展開につ
いておおよその見取り図を得られたこと。



その際特にイギリスではヘンリー・コー
ル、ジョン・ラスキン、日本では白浜徴、
山本鼎を中心とした美術教育思想の布置
連関を捉えたこと。 

(2) 英米日の美学及び教育哲学研究において
美術教育がどのように捉えられてきたか
を整理したこと。 

(3) 現代美術と政治哲学との接近から、美術
教育の今日的意味について展望を得たこ
と。 

(4) 複数の国際学会に参加して、上記の研究
成果を発表するとともに、海外から研究
者を招聘、あるいはこちらから訪問する
ことで教育哲学・美学・美術教育の研究
者と意見交換を行ったこと。 

(5) 芸術に基づく研究（Art-based Reserach)
という美術教育を研究するための新たな
方法論へと本研究が展開する可能性を得
たこと。 
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